
トピックス＆ニュース

　

豊
松
地
区
の
地
域
お
こ
し
団
体
「
雑あ
ら

草く
さ

の
会
」（
高

木
司
朗
座
長
）
の
11
名
が
６
月
16
日
、
豊
松
の
中
心
部

を
通
る
県
道
沿
い
に
、
物
見
棟
を
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
物
見
棟
は
木
製
・
高
さ
７・
５
ｍ
で
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
行
事
を
知
ら
せ
る
懸
垂
幕
を
掲
げ
ら
れ
ま

す
。
制
作
期
間
は
約
２
カ
月
で
、全
て
会
員
の
手
作
り
。

「
会
員
だ
け
で
制
作
し
た
の
で
色
々
と
苦
労
し
た
が
、

こ
の
計
画
に
あ
た
り
、
た
く
さ
ん
の
住
民
の
方
の
協
力

を
頂
い
て
今
日
の
完
成
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
塔
か
ら
元
気
を
発
信
し
、町
の
活
性
化
に
繋
げ
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
豊
松
に
で
き
た
新
た
な
シ
ン
ボ
ル
を
み
な
さ
ん
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
新
三
和
小
学
校
が
開
校
し
、
子
ど
も
達
が
い
な
く
な
っ

た
旧
三
和
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
三
和
多
目
的
広
場
）
を

新
た
な
「
町
民
の
憩
い
の
場
」
に
と
、
地
元
小
畠
地
域
の

方
が
芝
刈
り
・
手
入
れ
を
行
っ
て
く
だ
さ
り
、
芝
生
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
が
見
事
な
緑
の
ジ
ュ
ー
タ

ン
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
18
日
に
は
お
披
露
目
も
兼

ね
、
町
内
外
か
ら
１
０
０
名
以
上
の

参
加
を
得
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
芝
生
広
場
が
新
た
な
交
流
の
拠
点
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

※
こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
一
般
利
用
も
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�

☎
８
９
‐
３
３
４
４

　
７
月
１
日
、
府
中
地
区
保
護
司
会
神
石
分
区
と
府
中

地
区
更
生
保
護
女
性
会
神
石
分
区
の
会
員
が
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
関
係
機
関
へ
協
力
を
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
始
め
に
、牧
野
町
長
へ
法
務
大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ「
犯

罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
」

を
渡
さ
れ
、
油
木
高
校
や
町
内

の
全
中
学
校
を
訪
問
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
に
お
い
て
力
を
合
せ
て
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
よ
う
協
力

を
お
願
い
さ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
の
活
力
に

　

豊
松
に
新
た
な
シ
ン
ボ
ル

一
面
に
広
が
る
緑
の
ジ
ュ
ー
タ
ン

�

〜
三
和
多
目
的
広
場
〜

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

春
の
叙
勲
（
瑞
宝
双
光
章
）
を
受
章
さ
れ
ま
し
た

　
平
成
23
年
春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
に
発

令
さ
れ
、
安
名
弘
行
さ
ん
（
下
豊
松
）
が

瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
安
名

さ
ん
は
、
半
世
紀
に
わ
た
り
地
元
に
密
着

し
た
歯
科
医
療
を
行
わ
れ
、
住
民
の
歯
科

医
療
の
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
医
院
継
承
時
か
ら
学
校
歯
科
医

と
し
て
豊
松
地
区
の
小
中
学
校
で
の
健

診
、
ま
た
、
幼
児
・
児
童
を
対
象
に
し
た

フ
ッ
素
塗
布
を
定
期
的
に
実
施
さ
れ
、
幼

児
か
ら
学
童
期
に
お
け
る
歯
科
保
健
衛
生

の
普
及
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が

顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

「 病 院 見 学 」
　６月 14日（火），三和中学校３年生 29名による「病院見学」が行われました。３年生の総合
的な学習の時間に，「夢の実現プロジェクト」，「地域への提言書」というテーマで，地域や自己
の課題解決や社会貢献について考えるための，調査が目的でした。
　院内の見学では，受付のカルテシステム，レントゲン室，手術室など，普段見られない設備を

見学し，各担当者からの熱い説明もしっかり記
録していました。

〜院長への質問〜
「神石高原町のメリット，デメリットは？」

〜院長の話〜
　「医療は営利目的で行うものではありません。
地域の皆さんの医療を守るため，住民も職員も
頑張っています。神石高原町は空気がおいしく
て，人がやさしいので医療環境はとても良いと

ころです。ただ，医療に携わる人がいません。医療は，機械だけではできません。人がいて行え
るものです。全国的にも，へき地の医師が減り危機的な状態です。」
　このような熱心なやりとりがされ，予定時間を超える見学となりました。中学生のみなさんが，
神石高原町の「力と宝」を生かしながら課題を解決し，未来へ挑戦するために，どんなプロジェ
クトや提言書をまとめてくれるのか楽しみにしています。

　第３回目の今回は、旬の魅力あふれる「トマト」をテー
マに，食材の宝庫「神石高原町」の産品をふんだんに
使った創作グルメや安心安全なこだわり野菜が盛りだ
くさん !!ヘリコプター無料搭乗体験や楽しいステージ
イベントなども加わって、「美味しさ」「楽しさ」「笑顔」
が出合う“神石高原マルシェ”にぜひお越しください！
　また，JFA全日本フリスビードッグ公式シリーズ選
手権も同会場で開催します。
� ＊この事業は宝くじの助成で実施しています。
○日　時：７月 30日（土）・31日（日）
　　　　　午前９時〜午後４時（少雨決行）
○場　所：仙養ケ原ふれあいの里
　　　　　（神石高原町上豊松 72-8）

お問い合わせ先：神石高原マルシェ実行委員会
� （まちづくり推進課　☎ 89-3332）

神石高原マルシェ
を開催します！

第３回

食育ミニ知識 生産者と消費者の
信頼を育む「地産地消」

　「地産地消」とは，
地域で生産された農
産物をその地域内で
消費するという考え
方により行われる取
り組みです。
　地元で採れる新鮮
で質の良い農産物を
地元で消費すること
により，生産者と消費者の間に“顔の見える関
係”ができ，信頼が深まります。それが，より
質の良い食材を確保し，また，生産者を育てる
ことにもなります。

“楽しい食事が元気をつくる”
� 家族そろって心とからだにおいしい食事を！

� 神石高原町食育推進ネットワーク協議会　地産地消部会

毎月19日は食育の日

次回，第４回神石高原マルシェ開催決定！出展者を募集しま
す。出店要件は，第３回と同様です。
日時：８月 28日（日）
場所：道の駅さんわ 182ステーション芝生広場
詳しくは，神石高原マルシェ実行委員会へお問い合わせください。
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